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東北地方太平洋沖地震等に係る被災者の受入について 

 
日頃より、東京都の福祉保健行政にご協力いただきありがとうございます。 
また、この度は、度重なるアンケート調査にご回答いただきましたこと、心

より御礼申し上げます。 
さて、東北地方太平洋沖地震の被災者のうち、要援護者の受け入れ先につい

ては、厚生労働省が一元的に調整を進めているところです。 
一方、被災地から都内の避難所や親戚宅等に既に避難している被災者からは、

都や特別養護老人ホーム等の施設に対し、施設利用に関する問い合わせが寄せ

られていますが、これまで、個別の施設の紹介は実施しておりません。 

こうした施設の利用に際しては、希望者が自分で施設を探し、直接申し込む

のが原則ですが、被災者については、インターネットの利用等情報収集手段の

確保が十分ではなく、利用可能な施設に係る情報を収集することが難しいのが

実情です。 
そこで、被災者から、都内施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設）

の利用希望に関する問い合わせがあった場合は、下記のとおり情報提供するこ

ととしましたので、よろしくお願いいたします。 

 
記 

 
１ 情報提供の趣旨 

都内の施設施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設）に係る情報を

収集することが困難な被災者に対し、利用可能な施設に係る情報を提供する。 
 

２ 対象者 
  次の①及び②の両方に該当する方 



① 都や区市町村が設置した避難所や、都内の親戚宅に避難している被災者 
② 要介護者で、避難所等では日常生活が困難な方 

 
３ 情報提供を行う窓口 
  福祉保健局高齢社会対策部施設支援課施設運営係 
  電話 ０３－５３２０－４２６４ 

 
４ 情報提供の内容 
（１）利用者が希望する地域の施設のうち、情報提供に協力可能な施設の中か

ら、複数の施設の連絡先を紹介 
（２）利用希望者に対しては、施設の判断によっては、利用できない場合もあ

ること周知徹底 

 
５ 情報提供までの流れ 
  別紙のとおり 

 
６ 受入れに協力可能な施設数（３月２５日現在） 
（１）特別養護老人ホーム  １１５施設（特別区６３施設、市町村５２施設） 
（２）介護老人保健施設    ２３施設（特別区１４施設、市町村 ９施設） 

※ 各施設ともおおむね１名程度の受入れが可能 

 
７ 実施日 
  平成２３年３月２８日（月曜日）以降 

 
８ その他 
  被災者を受け入れた場合には、受入日時、受け入れた被災者の氏名、性別、

避難先（都や区市町村が設置した避難場所、親戚宅など）、被災者の従前の住

所地（区市町村名まで）を、東京都あてにファクシミリで報告してください

（様式は任意）。 

 
 
                   問い合わせ先 
                    施設支援課 加藤、天野 
                    電話 ０３－５３２０－４２６４ 
                    Fax. ０３－５３８８－１３９１ 

 



 
 

都内の避難所等に避難している被災者に対する施設情報の提供の流れ 

 
 
 
 
        施設の利用を希望する避難者が、個別に問い合わせ 

 
 
 
 

利用希望者が、個別に、施設に連絡 

 
 
 
 
          利用可能              利用不可 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設の利用を希望する方の状況を聞き、必要に応じて、希望

する地域の施設数箇所について、連絡先を紹介

施設は、利用希望者と面接等を行い、施設利用の可否を判断 

利用契約締結、利用開始 

受け入れた施設は、 

受入日時、受け入れた被災者の氏名、性別、避難先（都

や区市町村が設置した避難所、親戚宅など）、被災者の従

前の住所地（市町村名まで） 

を、東京都あてにファクシミリで送付

被災者から施設利用に関する相談があった場合は、施設

支援課施設運営係を、相談窓口として紹介

新たな施設へ連絡 

別 紙 


